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１．はじめに 

 宮城県山元町は，仙台平野の南部に位置し，太平

洋に面する町の東部地域は平坦な低地が広がる．

2011年3月 11日に発生した東北地方太平洋沖地震の

津波により町の総面積のおよそ 37％が浸水し，町を

南北に貫く国道 6 号近くまで到達，一部の地域では

国道を越えて津波が浸水した．町北部の地域では，

海岸線から 3.5km 以上にわたり津波が浸水し，広い

浸水域からの避難は困難を極めた． 

 山元町では，東日本大震災の津波浸水域等を対象

に，自動車を活用した津波避難訓練の取り組みを

2013年から 3箇年に渡り続けている．町内には津波

時の避難に数 kmの移動を要する地域があり，浸水域

内の住宅を修理するなどして現地再建を選ぶ住民や，

多くの復旧・復興事業工事関係者がいる．徒歩での

避難が困難な地域での避難方策を確立するため，避

難訓練において車での避難を試行し，交通渋滞の緩

和や適切な誘導，迂回路の設定等を試みている．本

稿では，筆者らが避難訓練時に実施してきた定点お

よび町内巡回調査の結果とともに，同町の津波避難

対策と訓練における避難行動について報告する． 

２．山元町における津波避難時の渋滞状況 

 東日本大震災の避難について国土交通省が実施し

た実態調査によれば，山元町内では国道 6 号や内陸

方向へ向かう路線の一部に渋滞を生じていたことが

明らかにされている 1)．また，河北新報社が山元町

花釜地区の住民らと行ったワークショップにおいて

も国道 6号周辺の渋滞が指摘されている 2)． 

 その後，2012 年 12 月 7日に三陸沖で発生した地震

にともない宮城県に津波警報が発表された事例にお

いても，内陸方向へ避難する主要路線と国道との交

差点付近等において住民らが渋滞に遭遇し，避難に

支障をきたしたことを筆者らは聞き取っている． 

３．自動車による津波避難訓練の実施 

 数kmに及ぶ津波からの避難に自動車を必要とする

地域事情と，過去の避難事例において渋滞を生じた

事実を踏まえ，山元町役場において車を使った既往

浸水域からの避難訓練が計画され，町総合防災訓練

として 2013 年 8 月，2014 年 6 月，2015 年 8 月の 3

回がこれまで実施された． 

 同町における自動車を用いた津波避難訓練の特徴

として，以下が挙げられる． 

・既往の津波浸水域を対象に，訓練では全面的な車

による避難が認められた． 

・車による主要な避難経路を「避難推奨ルート」と

して町が選定し，ルート図と訓練要領を記した資

料を対象世帯に全戸配布された（図 1）． 

・町内の主要交差点には，消防団員や交通指導員を

配置し渋滞発生時等に交通誘導が実施された． 

・復旧・復興事業に携わる工事事業者等に対しても

「工事用車両の避難ルート」を提示，住民の避難

場所とは別に工事用車両の集結点が示された． 

 

図 1 「車による津波避難ルート」について 

（山元町作成，2013年 8月） 
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４．車を使った津波避難訓練の実地調査 

 3 度の避難訓練において，筆者らは山元町北部の避

難対象地区を車両で巡回し，渋滞発生箇所や車列の

状況を撮影，ドライブレコーダー等に記録した．2013

年初回の避難訓練においては，宮城県防災航空隊に

よる防災ヘリからの上空撮影が行われ，ビデオ映像

を入手することもできた．このほかに，町内 3 か所

にビデオカメラを設置し，定点観測を実施した．主

な調査路線と観測地点を図 2に示す． 

５．津波避難訓練における避難車両の渋滞状況 

 3 箇年の訓練において，既往浸水域内および周辺で

車列を生じる渋滞が発生した箇所は，図 2に示す「①

山下中学校手前」「③高瀬交差点」であった． 

 2013 年訓練の上空映像からは，「①山下中学校手

前」において一時的に 300ｍ程度，「③高瀬交差点」

付近においては最大 800m前後の車列が記録され，特

に③地点の渋滞は長時間続いた．いずれも国道 6 号

の信号交差点を起点とする車列であった．この 2 地

点以外，町内に避難車両の渋滞は確認されなかった． 

５.１ 山下中学校周辺の交通集中 

 山下中学校には，山元町花釜地区の住民が数多く

向かい，3回の訓練いずれも国道 6号との交差点を起

点に車列を生じた．花釜地区は，2013年当時に約 300

世帯が居住する同町の既往浸水域で最大の居住地区

である．①の交差点は 2013年訓練では避難訓練開始

後 40分間に 107台，2014年は 30 分間に 77台，2015

年は 40分間に 146台の通過が記録された． 

 通過台数が最大となった 2015 年訓練では，浸水域

へ及ぶ避難車列を最小限にとどめるため，国道手前

（東側）の浸水域外の十字路にて交通誘導員による

右左折の積極的な迂回誘導が実施され，車列は大幅

に緩和されスムーズな避難に大きく寄与した（図 3）． 
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図２ 主な調査地点・調査路線 
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図 3 ①交差点における通過台数（2015年） 

５.２ 高瀬交差点周辺の交通集中 

 2013 年に最大の渋滞を生じた同交差点は，開始後

40 分間に 175台が通過し，その後も車列が続き既往

浸水域まで避難する車が残る結果となった．映像に

はダンプ車や小型バン等が多数記録されていたこと

から，復興事業の工事用車両や連絡車両が大半を占

めていたと推察された．翌年，翌々年は訓練時間中

の通過台数に大幅な減少が見られ，海岸付近の事業

の縮小・終息にともなう車両の低減と考えられた． 

６．おわりに 

 山元町では，車による避難時の推奨経路や渋滞緩

和を目指した避難誘導など，津波災害に備えた避難

方法の検討と訓練の取組みが重ねられた．訓練では

避難する車両の集中するケースが見られ，交差点の

処理能力に応じた通過台数の配分が，自動車を用い

る津波避難計画に必要となることが示された．一方，

復興事業車両による渋滞が顕在化し，復旧・復興期

特有の避難課題が示された．避難する住民には車の

乗り合わせや災害時要配慮者の車による避難支援の

訓練が取り組まれ，津波時の避難方法の定着が見ら

れている．今後も条件を変えながら，避難の実効性

を高める訓練の取組が求められる． 
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